
第 564 回  放送番組審議会 

 

１．日 時  2020 年 6 月 16 日（火 ）  午後 1 時 30 分～  

 

２．開 催 場 所  テレビ岩手本社 6 階大会議室 

 

３．委 員 総 数   9 名 

出 席 委 員   9 名（内 書面 1 名） 

委 員 長     大橋 綾子 

副委員長     佐藤 健志 

委   員     加藤 千晶 

委   員     渡辺 理雄 

委   員     前田 千香子 

委   員     石田 亨 

委   員     柿木 康孝 

委   員     越沼 洋一 

委   員     緑川 智恵子（書面） 

 

欠 席 委 員   0 名 

 

社側出席者       榧野 信治    （代表取締役社長） 

青山 尚之    （専務取締役事業局長） 

畑山 篤       （取締役編成局長 兼 報道制作局長） 

池田 学 （取締役経営企画局長 兼 技術局長） 

遠藤 隆 （報道制作局コンテンツ戦略室 室長） 

矢野 智美    （報道制作局アナウンス部） 

 

事 務 局       小岩 祥子    （編成担当局長） 

室田 幸治    （編成局編成部）                  

黒澤 星       （編成局編成部） 
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４．議 題 

①2020 年 5 月 30 日（土）10:00～10:30 

「いわてにエール！ ニュースプラス 1 特集 コロナ対策に挑む！～盛岡・神子田朝市～」 

 

②その他 

 

５．資 料（資料として下記のものを配布） 

①自社制作番組放送スケジュール（2020 年 6 月 16 日～2020 年 7 月 20 日） 

                                                                

②視聴者からのご意見（2020 年 5 月分） 

 
６．意    見 

委員側意見 

〇コロナ対策を周知させてお客様への対応も考えながら、どうやって活気を取り戻すか、更に高齢

化が進んでいる状況等の問題もあり、他の企業と同じ悩みを抱えているのが分かった。 

〇近年、企業経営においてはリスク回避を優先する傾向が強まっている中、組合長は大変勇気あ

るリーダーシップだったと感じ、無事に成功に終わり視聴者もほっと和めるものだった。 

〇ゴールデンウィークの対応と合わせて新会員の加入等、朝市の紹介的なところがあって良かっ

た。 

〇朝市のコロナ対策で悩む様子がよく分かったが、コロナ対策自体の中身はあまりなかった。 

“コロナ対策”とわざわざ番組でうたう必要があったのかという感じがした。むしろコロナ対策自体

よりも出店されているお店の様子や新規出店の様子等に興味があった。 

〇コロナがあったことでイベントが無くなり新規出店があるなど、コロナの問題はいろいろな現場で

複雑に絡み合い、コロナの問題だけがそこにあるのではないと気付かされた。 

〇“コロナ対策に挑む！”というタイトルだったが、挑んでいるとか苦労している感じがあまりしなかっ

た。8 項目の対策の中で大変であっただろう部分の画や場面を入れ、もう少し切迫感があればよ

かった。 

〇組合長の初めの不安から理事会での変化、この辺の胸の内をもっと掘り下げてインタビューする

ことにより“本当にコロナに挑んでいるんだ”という事が視聴者にもさらに伝わったと思う。 

〇ハンディカメラの映像、インタビュー、会話が非常に良い効果を発揮している。賑わい、そこで働

く方々の生き生きとした様子を見事に引き出していた。番組放送後の反響を知りたい。 

〇引き続きコロナが去った神子田朝市の様子を取材して欲しい。この番組は振り返った時に意味

を持つ記録になると思う。 
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局側意見 

〇すでに取材を続けている。続編はニュースでの放送は間違いない。撮りためて成果が上がるよう

にまとめていきたい。 

〇仮にコロナウイルス感染者が出た場合でも取材は続けていた。そこで番組にするのかどうかは私

たちだけで決められることではないため、その都度客観的に取材してそれを上にあげて判断を

仰ぐことになる。 

〇開催決定についての根回しは全く無かったようで実際に伺った日は、“もしかしたらこれは朝市 

が営業を止めるかもしれない”と思って取材に行った。想像とは違って営業をすることが決まり、 

ニュースにはならずに 30 分の番組になり、とても驚いている。 

〇きちんと対策項目についてお伝えしきれなかった部分もある。組合長は“こんなに対策をしてい

るんだ“と県にも掛け合って開催をした。高齢者が多く体調が悪い方は自分で判断をして出店を

しないでくださいという話もされ、持病を抱えていてゴールデンウィークは休んでいた方もいらし

た。このような点をフォローすることができなかった。 

〇平成 26 年度から年間のデータを伺ったところ、出店者数 157 から毎年約 7 件ほどの減少が続

き令和元年で 114 まで落ち込んだ。そのような中、4 月 22 日から先日の日曜日までで 6 店増え

ている。放送後の問い合わせも増え非常にありがたい反響。プラス 1 や番組を見て来たという方

が多く、やりがいを感じている。 

 

7．審議機関の答申または意見の概要を公表した場合のおけるその公表の内容、方法及び 

年月日公表の方法  

①自社放送 2020年6月26日（火）11:45-11:52「あなたと歩むテレビ岩手」  

②テレビ岩手本社での備え置き  

③読売新聞への掲載（別添）  

④自社HPでの掲載 http://www.tvi.jp/banshin/index.html 


